




キ ー ワ ー ド
「ウチ 」 「ソ ト」・「～ て くれ る」 構 文 ・,[忍恵 性 ・動 機 づ け ・恩 恵 的 認 知 不 可 能 性
捉 え
0,は じ め に
認 知 言 語 学 で は 、 意 味 は 「概 念 化 」(conceptuahzation)と い う心 的経 験 と して 捉 え ら
れ る。 つ ま り、 意 味 とは ・単 に 「概 念 内 容 」 だ け で な く、 そ の 概 念 内 容 が ど の よ う な捉
え られ 方 を して い る の か一 す な わ ち、 ど うい うイ メ ー ジ 、感 情 ・感覚 で捉 え ら れて い るの
か 、 ど うい う物 理 的 ・言 語 的 コ ンテ キ ス トや社 会 的価 値 体 系 を背 景 に して捉 え られ て い る
の か 等一 に 関 わ る 複 合 的 な存 在 と して 位 置づ け られ る・ す な わ ち 、意 味 に は、 同一 の 状 況
を様 々 な方 法 で概 念 化 す る 「認知 主体 」(conceptualizer)の 「捉 え」(construaDの 能 力
が 反 映 され て お り、 こ の ような 意 味構 築 の メ カ ニ ズ ム を解 明 す る こ とが煮 味 論 の 究 極 の 課
題 とな る と され て い る(Langackerl987:5,1990:5-6,2002a:2、2002bl3〉 こ
Langacker(2(〕 〔}2b)で は、 「捉 え 」 に は 、 「特 定 性 」(specificlty〉 、 「図/地 」(figure/
ground〉 、 「ス コー プ」(scope)、 「屯立 性 」(prominence)、 「観,削(perspective)と い っ
た4つ の 次元 が 想 定 され てい る が(Langacker2002bl4-6)、 「、[忍恵 性 」(b巳neficlality)も
「捉 え 」 の 重 要 な 次 元 の 一 つ と して み なす こ とが 可 能 で あ る。 こ う した 認 知 的 意 味 観 に立
つ な らば、 「～ て くれ る」構 文 は 、 認 知 主 体 に よる 「恩 恵 的 な捉 え 」 を反 映 させ た 、 す ぐ
れ て 「主 体 的 」 な 言語 表現 で あ る と位 置 づ け る こ とが で き、 そ の特 質 の 解 明 は 日本 語 の 類
型 論 的 特 質 を明 らか に す る こ とに つ な カミる と期 待 され る ・
日 木 語 の 受 益 構 文 、 と り わ け 「～ て くれ る 」 穂 文 に 閃 す る 本 格 的 な 研 究 は、 松 下
(1928〉 に始 ま り、 近 年 で は 山 田(2001)に 至 る まで 、 目木 文 法 研 究 に お け る 主 要 テ ー マ
の 一 つ と して 、 数 多 くの研 究 が積 み重 ね られ て きた。 ア プ ロ ーチ の方 法 は 、「視 点」(大 江
1975、 久 野1978、 高見 ・久野2002等)や 「恩 恵 性 」(益 岡2001、 高 見 ・加 藤2003、 山 田
20(M)、 さ ら に は 史 的 研 究(吉 田1971、 宮 地1975、 古 川1996)や 対 照 的研 究(黄1996、
Yamada1996、Pardeshi1998)ま で 多 岐 にわ た るが 、 なか で も精 力 的 に進 め られ て きた 研
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究 に 、 「ウチ 」 と 「ソ ト」 ヴ)概念 を 用 い た 研 究 が あ る(奥 津1986、 井 上(編)1989、 柏 木
1990、 城 田1996、 牧 野1996、 沼 田1999、 廣 瀬2001、 山浦20(M等)D
本 稿 の 目的 は 、 「ウ チ」 と 「ソ ト」 の 概 念 を用 い た 条 件(以 下 、 「ウチ/ソ ト」 性 条 件)
は、 「～ て くれ る」 総 文 に 対 す る適 格 性 条 件 と は な り得 な い こ と を明 らか に し、 そ の 代 案
と して 、 「認 知 主 体 の 仮説 」 に基 づ き、 「動 機 づ け の 条 件 」 と 「、恩恵 的 認 知 不 可 能性 の 条
件 」 と い う二 つ の 認 知 的 ・語 用 論 的 な 適 格性 条 件 を提 出す る こ とで あ る。
1.「 ウ チ/ソ ト」性 条 件 に よ る 「～ て くれ る」 構 文 の 分 析
受 益(授 受 〉 表現 の 本質 を 「ウチ 〆 ソ ト」 性 条 件 に基 づ い て 明 らか に しよ うとす る研 究
は数 多 く存 在 す る(奥 津1986、 井 上(福)1989、 柏 木1990、 城 田1996、 牧 野1996、 沼 田
1999、 廣 瀬2001、 山 浦2004等 参 照)。 本 節 で は 、 「ウチ ■ ソ ト」 性 条 件 が 「～ て くれ る」
構 文 を どの よ う に分 析 す るか につ い て 概 観 した 後 、 この 条 件 の 問 題点 を4つ 指 摘 す る。
1.1.牧 野(1996)
牧 野(1996)は 、 「～ て くれ る」 構 文 に対 して 、 次 の よ うな適 格 性 条 件 を提 出 した。
(1)「 ～ て くれ る」 で は 受 け 手 が 「ウチ 人称 」 を とる ・(牧 野1996;78)
牧 野(1996)の い う 「ウチ 人 称 」 とは、 「話 し手 が 発 話 時 に心 理 的 に 自分 の ウ チ の 人 だ
と認 知 して い る 人(牧 野1996:73〉 」 の こ とで あ る。
(1〉 の 適 格性 条 件 を もとに 、 次 の 例 の 適格 性 につ い て 考 えて み よ う。
(2)花 子 は幽 三チ ョ コ レー トを買 って くれ た 。
(3)*花 子 は 通行 人に チ ョ コ レー トを買 って くれ た 。(牧 野1996:78)
(1)の 適 格 性 条 件 に 従 え ば 、(2)は 、受 け手 で あ る 「僕 」 が 「ウチ 人 称 」 で あ る た め 、
適 格 で あ るが 、(3)は 、受 け 手 で あ る 「通 行 人」 が 「ウチ 人 称 」 で は ない た め 、 不 適 格 で
あ る と分析 され る。
1,2,城 田(1996)
城 田(1996)は 、 「～て くれ る 」構 文 を 「外 主 語 内 向 態 」 と称 し、(4)の よ うに 説 明 し
て い る 。
(4)テ ク レル は 、発 話 の場 に お い て よ り外 な る もの を主 語 に立 て 、 よ り内 な る もの
を補 話 に 立 て る。 主 語 に 立 つ の は 事 柄 の 主 体(動 作 者)、(ノ タ メ〉 二等 を と も
な う補 語 に 立つ の は 関 係 者(主 に 受 け 手)で あ る。 コ トは よ り外 か ら よ り内 に
向 か う・ よ り外 が よ り内 に対 応 ・応 接 ・供 応 す る こ とを表 わす ・ こ れ を外 主 語
内 向態 とい う。(城 田1996:6-7)
(4)に 従 え ば、 次 の(5〉 は 、 「主 語 」 に 「外 な る もの 」 が 、 「袖 語 」 に 「内 な る もの 」
が 生 起 して い る た め 、 適 格 と な る が 、(6〉 は 、 「主 語 」 に 「内 な る もの 」 が 、 「補 語 」 に
「外 な る もの」 が生 起 して い るた め 、 不 適 格 とな る。
(5)君 ハ ウチ ノ妹 ノ為 二十 分 尽 ク シテ ク レ タ。
(6)*僕 ハ太 郎 二粁 理 ヲツ ク ッテ ク レタ。(城 田1996;6)
目本語 の受益構 文に対す る認知 的 ・語用論的アプローチ
1.3.「 ウチ/ソ ト」 性 条 件 の問 題 点
本 節 で は 、 「～ て くれ る 」構 文 に 関す る 「ウチ/ソ ト」 性 条 件 に対 して 、4つ の 問 題 点
を指 摘 す る。
第1に 、「～ て くれ る」 構 文 に は、 「補 語 」(「受 げ 手 」〉 が 存 在 しな い た め 、「ウ チ/ソ
ト」 の概 念 が 関 与 しない 例 が あ る。
(7)昨 目、久 しぶ りに雨 が 降 っ て くれ た。
(8)よ うや く、夜 が 明 け て くれ た 。
(9)今 日は会 議 が 早 く終 わ っ て くれ た。
(10)沿 道 に 、 桜 の花 が 咲 い て くれ て い る 。
(U)こ の 日は 、チ ェ ンジ ア ッ プで西 武 打 線 の タ イ ミ ン グ を外 し、 カ ー ブ を低 め に沈
め た 。 「い い具 合 に チ ェ ンジ ア ップが 抜 けて くれ たら」 と杉 内。
に朝 日新 閉』2003,5.19〉(下 線 筆 者)
(12)「 ベ ケ ッ トの球 は素 晴 ら しか っ た け ど、一
た 」。(『 朝 日新 聞』2003.10,23.)(下 級 筆 者)
(7〉一(12)に は 、 「補 語 」が 存 在 しな い が 、 これ ら の 例 は 「補 話 」 が 省 略 され た文 で あ
る と も言 え な い.こ の こ とは 、 例 えば 、 「補 語 」 を補 った(7)が 不 適 格 とな る こ とか ら明
らか で あ る 。
(13)*昨 口、 久 しぶ りに雨 が1私/我 々1に 降 って くれ た。
第2に 、 主 語 や 「補 語 」 が 無生 物 や 植 物 で あ り、 「ウチ ■ ソ ト」 の 概 念 が 適 用 で きな い
例が あ る。
(1・D大 会が 雨 で 延 期 に な って くれ た。
(15)こ この とこ ろ 、景 気 が 回 復 して くれ てい る。
〔16)太 郎 が チ ュ ー リ ップ に水 をか け て くれ てい る。
(17)太 郎 が皇 型 三油 を さ して くれ て い る。
「ウ チ/ソ ト」 性 条 件 に 従 え ば 、(14)、(15〉 で は 、 主 語 の 「大 会 」、 「景 気 」 が 「外 な
る もの 」 と、(16)、(17)で は 、「補 語 」 の 「チ ュ ー リ ッ プ」、「自転 車 」 が 「内 な る もの 」
(「ウチ 人称 」)で あ る と誤 っ て予 測 され て しま う。
第3に 、童 詔 が 「外 な る もの」 で 、 「補 語 」 が 「内 な る もの」(「ウチ 人称 」)と は分 析 で
き ない例 力訂あ る。
(18〉 う ちの チ ー ムの 監督 が 敵 チ ー ムの 監 督 に抗 議 文 を渡 して くれた 。
(19)撲 判 官 が 容 疑者'に無期 懲 役 の 判 決 を下 して くれ たD
(20)う ち の 兄が 泥 棒 を追 い払 って くれ た 。
(21〉 桃 太郎 が 鬼 を退 治 して くれ た、,
(22)昨 夜 、八 時 近 くに な っ て 帰 宅 した父 が 、 取 りあ え ず は 普 段 、 勝 の 勤 務 して い る
塑 三電 話 を して くれ た が 、 特 別 任 務 につ い て い るか ら連 絡 は 取 りに くい だ
ろ う と言 わ れ 、 そ れ で も緊 急 の 用 事 だ か ら と食 い 下 が って ・ 方 々 に電 話 を 回 し
て も らっ た。(乃 南 ア サ 『涙 』)(下 線 筆 者)
(23)「 一 咋 日、 父 が取 りあ えず 初 台 署 の 方 に電 議 を して くれ た んで す が ・ 今 は オ リ ン
ピ ッ クの 特 別 警 戒 で 、 別の 任 務 に つ い て い る とか い う話 で、 結 局 、 居 場 所 が 分
か らな くて。 … 」(乃 南 アサ 『涙 』)(下 線 筆 者)
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「ウチ/ソ ト」性 条 件 に従 え ば、(18〕一(23)は 、主 語 の 「うち の チ ー ムの 監 督」、 「裁 判
官 」、「うち の 兄 」、「桃 太 郎 」、 「父 」 が 「外 な る もの 」 で あ り、 「補 語 」 の 「敵 チ ー ムの 監
督 」、 「容 疑 者 」、 「泥 棒」、 「鬼 」、 「警 察 署 」、「初 台署 の方 」 が 「内 な る もの 」 〔「ウチ 人称 」〉
で あ る と分 析 され て しま う。 しか し、実際 に は む しろ、「う ちの チ ー ム の監 督 」、「裁 判 官 」、
「う ち の 兄 」、「桃 太 郎 」、 「父 」 は 「内 な る もの 」 で あ り、「敵 チ ー ム の 監 督 」、 「容 疑 者 」、
「泥 棒 」・ 「鬼 」・ 「警 察 署」、「初 台 署 の 方 」 は 「外 な る もの」 とす る解 釈 の 方 が 自然 で あ る。
第4に 、 以下 の例 は 「ウチ/ソ ト」性 条件 に よって は説 明 困 難 で あ る 。
(24)第1走 者 が 第2走 者 に ス ム ー ズ にバ トン を渡 して くれ た。
(25)第1部 隊 が 第2部 隊 に応 援 を要 請 して くれ た。
「ウ チ/ソ ト」性 条 件 に 従 え ば、(24〉 、(25)で は 、 主 語 の 「第1走 者」、 「第1部 隊 」 は
「外 な る もの 」 と、 「補 語 」 の 「第2走 者 」、「第2部 隊 」 は 「内 な る もの 」(「ウチ 人 称 」)
と分 析 され る。 しか し、 この分 析 で は 、 なぜ 、 「第1走 者 」、 「第1部 隊 」 が 「外 な る もの 」
で 、「第2走 者 」、「第2部 隊 」 が 「内 な る もの 」 とな る か につ いて の明 確 な説 明 は 困難 で
あ ろ う。
以 上 ・4点 の 論 拠 か ら・ 「ウ チ■ ソ ト」 性 条 件 は 、「～ て くれ る 」 構 文 の 適 格性 条 件 とは
な りf写ない と糸占孟缶つ鎚ナられ る。
2.「 ～ て くれる」 構 文 と 「認 知 主 体 の 仮 説 」
本 節 で は 、 「認 知 主 体 の 仮 説 」 に よ っ て 、「ウチ/ソ ト」 性 条 件 」 で は 説 明 困難 な例 も統
… 的 ・原 理 的 に 説 明 可 能 で あ る こ と を論 証 す る
。
2,1,「 認 知 主 体 の仮 説 」
本 節 で は 、 「～ て くれ る」 構 文 に対 して、 次 の 仮 説 を提 出 した い.
(26)「 認 知 主 体 の 仮説 」汀 ～ て くれ る 」構 文 は事 象 を捉 えて い る 認 知主 体 に とっ て の
、慰、恵'陸を表 すD
「認 知 主 体 の 仮 説 」 が示 して い る こ とは 、(i)「 ～ て くれ る 」 文 は 、概 念構 造 上 、 「事
象 」 と 「～ て くれ る」 とい う二 つ の 部 分 に峻 別 で き、(ii)「 ～ て くれ る」 構 文 は 、事 象
外 部 か ら事 象 を恩 恵 的 に捉 え て い る 「認 知 主 体 」(conceptualizer〉 に とって の 、恩恵性 を表
す 、 とい う点 で あ るq㌧
こ こ で い う 「認 知 主 体 」 とは 、 「あ る対 象 ・事 象 を捉 えて い る主 体 」 と定 義 さ れ る(詳
し くは 、Achard1998、 山梨2000、Langacker2002c等 参照)。
本 稿 で は・(26)の 「認 知 主 体 の 仮 説 」 に 基 づ き、 「一一て くれ る 」 構 文 に 対 し、 【図11
の よ うな基 本 ス キ ーマ を想 定 す る(Pは 事 象 を、Cは 認 知 主 体 を、 二 重 点 線 矢 印 は 、事 象
に対 す る認 知 主 体 の,恩恵 的 な 「捉 え」(「co【1strual」)を 表 す 。 さ らにPを 囲 む 四 角 の太 線
は、Pが プ ロ フ ァイ ル され てい る こ と を表 して い る)。









【図llは 、 認 知 主 体(C)が 、 事 象(P)を 恩 恵 的 に捉 え て い る こ と を示 して い る。 例
えば 、(28)で は 、 「雨 が や ん だ 」 とい う事 象(P)を 、 認 知 主 体(C)が 恩 恵 的 に 捉 え た
こ と を表 して い る。
(28)雨 が や ん で くれ た 。
2.2.「認 知 主 体 の仮 説 」 に基 づ く説 明
本 節 で は、 「認 知 主 体 の 仮 説」 に 基 づ い て 、上 述 した 牧 野(1996〉 、城 田(1996)の 例 等
を説 明 して み た い 。
第1に 、 牧 野(1996)の 例 を考 えて み よ う。
(29)花 子 は墨 三チ ョコ レー トを 買 っ て くれ た.(i2)
(30)*花 子 は通 行 人 にチ ョコ レー トを買 って くれ た 。(=3〉
「認 知 主 体 の仮 説 」 に よ れ ば 、(29)は 、「花 子 が 僕 に チ ョコ レー トを買 った 」 とい う事
象 を認 知 主 体 が恩 恵 的 に捉 え る とい う状 況 が ご く自然 に成 立す る ため 、 適 格 とな る と説 明
され る・ 一 方 ・(30)が 不 自然 に響 くの は、 「花 子 が 通 行 人 にチ ョコ レー トを買 っ た 」 とい
う事 象 を認 知 主 体 が 恩 恵 的 に捉 え る とい う状 況 は 想 定 しに くい た め で あ る と説 明 され る 。
しか し・ 次 の(31)、(32)の 例 で は 、 「受 け手 」 が 「通 行 人 」 で あ る が 、「花子 が 通 行 人 に
チ ョコ レー トを売 っ た」・ 「う ちの ア ルバ イ ト店員 が 通 行 人 にチ ラ シ を配 っ て 来 た」 とい う
事 象 を認 知 主体 が 自分 に とって恩 恵 的 で あ る と捉 え るの は ご く自然 で あ るた め 適格 とな る。
(31)花 子 が 通 行 人にチ ョコ レー トを売 っ て くれ た 。(cf;(30))
(32)う ちの ア ルバ イ ト店 員 が 通 行 人 にチ ラシ を配 っ て きて くれ た。
こ の 事 実 は 、(30)の 不 自然 さは 、「「ウチ 人称 」 で あ るべ き受 け 手 に 「通 行 人 」 が 生 起
して い る こ とが 原 因(牧 野1996:78)」 で は ない こ と を如 実 に物 語 って い る。
第2に 、城 田(1996〉 の 例 を 考 え て み よ う。
(33〉 君 は うち0)妹 の為 に十 分 尽 くして くれ た。(=5)
(34)承 僕 は太郎 に 料理 を作 って くれ た.(=6)
「認 知 主 体 の 仮 説 」 に よれ ば 、(33)は 、 「潜 が う ちの妹 の 為 に十 分 尽 く した」 とい う事
象 を、 認 知 主体 が 自分 に とっ て恩 恵 的 で あ る と捉 え る とい う 自然 な状 況 が成 立 す るた め 、
適 格 と なる が 、(34)は 、 「僕 が 太 郎 に料 理 を作 っ た 」 とい う事 象 を認 知 主 体 が 自分 に とっ
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て周、恵、的 で あ る と捉 え る とい う状 況 はあ り得 ない た め 、不 適 格 と な る、 と説 明 され る。
笛3に 、 「ウチ/ソ ト性 条 件 」 の 反 例 と して提 出 した 以 下 の 例 を、 「認 知 主 体 の 仮説 」 に
よっ て説 明 してみ よ う。
(35)今 日は 会 議 が早 く終 わ って くれ た 。
(36)こ こ の と ころ 、 景気 が 回 復 して くれ て い る。
(37)う ち の チ ー ム の監 督 が 敵 チ ー ム の 監 督 に抗 議 文 を渡 して くれ た ・





「認 知 宅 体 の 仮 説 」 に よ れ ば 、(35)で は 、「会 議 が早 く終 わ った こ と」、(36)で は 、「景
気 が 回 復 して い る こ と」、(37)で は、 「う ちの チ ー ムの 監 督 が 敵 チ ー ム の 監督 に抗 議 文 を
渡 した こ と」、(38〉 で は、 「第1走 者 が 第2走 者 に ス ム ー ズ に バ トン を渡 した こ と」 を 、
そ れ ぞ れ認 知 主 体 が 恩 恵 的 に捉 え た こ とを 表 してい る、 と説 明 され る。
以 上 、3点 の論 証 か ら、「認 知 主 体 の 仮 説 」 は 、 「ウチ/ソ ト」 性 条 作 で は 説 明 困 難 な 例
も統 一 的 ・原 理 的 に説 明 し得 る こ とが 朋 らか とな った 、,
3.「 動機 づ け の条 件 」
本 節 で は 、 上 述 した 「認 知 主 体 の仮 説 」 に基 づ い て 、 「～ て くれ る 」構 文 の 適 格性 条 件
の 一 つ と して 、 「動 機 づ け の条 件」 を提 出す る・
は じめ に 、 次 の例 のaとbを 比 較 され た い 。
(39)a.ワ ー プ ロが壊 れ た 。
b、??ワ ー プ ロが 壊 れ て くれ た。
(39a)は 自然 に響 くo)に 対 し、 「～て くれ る」 を用 い た(39b)は 不 自然 に響 く。 なぜ な
ら、 通 常 我 々 は 、 自分 が 使 っ て い る道 具等 が 壊 れた 場 合 、 そ の慕 態 を層、恵 的(好 ま しい)
とは捉 えな い か らで あ る。 この よ う な事 態 に 直 面 した場 合 、 我 々 は通 常 、 次 の よ う に 「一
て しま う」 や 「～ や が る」 を用 いて 表 現 す る 。
(40)a.ワ ー プ ロが 壊 れ て しまっ た。
b、ワー プ ロが 壊 れ や が った 。
しか し なが ら、認 知 主 体 が 「ワ ー ブ ロが 壊 れ た」 とい う事 象 を恩 恵 的 に捉 え る だ け の
「動 機 づ け」(mOtivation)が 保 証 され れ ば、(39b〉 は 適 格 とな る。 次 の例 を見 てみ よ う。
(41)ワ ー プ ロが 壊 れ て くれ た こ とで 、パ ソ コ ン に切 り替 える 決心 が つ い た。
(41)で は 、 「パ ソ コ ンに 切 り替 え る 決 心 が つ い た 」 は・ 事 象(iワ ー プ ロ が壊 れ た こ
と)を 認 知t体 が 恩 恵 的 に 捉 えた こ との 「動 機づ け」 を 表 わ して い る12b次 の(42)も 、
同様 な線 に沿 って 説 明 可 能 で あ る。
(42)ノ ー ベ ル化 学 賞 受 賞 か ら間 もな く一 年 を迎 え る 島 津 製 作 所 フ ェ ロ ーの 田 中耕 一
さん(覗)が 一 日 、京 都 市 の本 社 で 記 者 会 見 し、 最 近 の 研 究 活 動 につ い て 「な
ん とか成 果 も出始 め ま した 」 と話 した。(略)こ の一 年 につ い て 「わ た しの 顔 を
見て も(ll耶 が1無 視 して れ る よ うに な った 」 と笑 わ せ た 。
(『静 岡新 聞2003.10.2』)(一 ド線 筆 者)
(42)で は、 「世 問 が(私 を〉 無視 す る」 と い う事 象 を,恩恵 的 に捉 え る 「動 機 づ け 」 は 明
示 され て は い な い もの の、 田 中 耕 一氏 の 置か れ た場.}ζ況 な どに よっ て 、語 用論 的 に(文 脈 に
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よっ て)そ れ が 保 証 され て い る ため 、適 格 と な って い る。 も しこ う した語 用論 的 な 保 証 が
失 わ れて しまっ た ら、 次 の(43)に 示 さ れて い る よ う に、(42〉 は不 自然 と な る。
(43〉??世 問 が(私 を)無 視 して くれ る よ う にな った 。
以 上 の 議 論 か ら、 「～ て くれ る」 構 文 に対 す る 適 格性 条 伴 の一 つ と して 、 次 の 条 件 が 成
立 す る。
(44)「 動 機 づ け の 条 件」:「～ て くれ る」 構 文 の 使 用 に 際 して は 、認 知 主 体 が 事 象 を恩
恵 的 に捉 え るだ け の 「動 機づ け」 が 傑証 され て い な けれ ば な らな い 。
「動 機 づ け の 条 件 」 は ・下 の 【図2】 の ス キ ー マ で 表 す こ とが で きる(Mは 恩 恵 的 に捉
え る 「動 機 づ け 」 を表 す 〉。 図2の ス キ ー マ に お い て 、 「動 機 づ け 」(iM〉 の点 線 矢 印 が
事 象(日P)で は な く、「,恩恵 的 な 捉 え」 に 向 け られ て い る こ と に注 意 さ れ た い 。 す な わ
ち・ 本稿 で言 う とこ ろの 「動 機 づ け」 とは 、事 象 に対 す る 「動 機 づ け」 で は な く、 認 知 主










「動 機 づ け の 条 件 」 に 基 づ い て 、(46)のaとbの 適 格 性 の 述 い につ いて 考 察 して み よ う。
(46)a,??物 価 が 上 が っ て くれ た。
b.物 価が 下 が って くれ た 。
(46a〉 が 不 自然 に 響 くの は 、 「物 価 が 上 が っ た こ と」 を恩 恵 的 に捉 え る だ け の 「動 機 づ
け 」 が 保 証 され て お らず 、「動 機 づ け の 条 件 」 に 違 反 して い るか ら で あ る。 した が っ て 、
(46a)が 適 格 と な る た め に は 、(47)の よ う に、 「動 機 づ け 」 が 保 証 さ れ る 必 要 が あ る 。
(47)で は 、,恩恵 的 に捉 え る認知 主 体 は 、例 え ば、 「農 家 の 人」 で あ る。
(47)物 価 が 上 が っ て くれ た こ とで 、通 常 の2倍 のf[1{段で 野 菜 が 売 れ る 。
一 方 ・(46b)は 、 「物 価 が 下 が っ た こ と」 を,慰恵 的 に捉 え る 「動 機 づ け 」 が な くと も、
それ だ け で 適 格 とな っ て い る。 なぜ な ら、一 般 に 、「物 価 が 下 が る こ と」 の 場 合、 「物 価 が
上 が る こ と」 とは 異 な り、,恩恵 的 な事 態 で あ る とい う共 通 知 識 も し くは 暗 黙 の想 定 が あ る
ため 、 な ぜ,1蔀ど的 に捉 え るか の 「動 機づ け」 の情 報 は不 要 であ るか らで あ る131。
4.「恩恵的認知不可能性の条件」
本節 で は ・「～ て くれ る」 構 文 の もう一 つ の 適 洛性 条 件 と して、 「,1よ1恵的 認 知 不 可 能性 の
条 件」 を提 出す る。
'
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〔48)「恩 恵 的 認知 不lI」』能 性 の 条 件 」=「不 変 の真 理 ・法 則 」 や 「年 表 の 表 現 形 式 を用 い
て 表 され た歴 史 的 事 実 」 を表 す 事 象 に対 して は・ 認 知 主 体 は恩 恋 的 に捉 え る こ
とカ§で きな い。
以 下 、 この 条 件 を論 証 してみ よ う。
第1に 、 以 下 の 例 のaとbを 比 較 され た い。
(49)a.鯨 は 哺乳 動 物 で あ る。
b.*鯨 は哺 乳 動 物 で あ っ て くれ る。
(50)a,1+1は2で あ る、,
b.*1+1は2で あ っ て くれ るQ
(51〉a.水 は水 素 と酸 素 か らな る。
b.*水 は水 素 と酸 索 か らな って くれ る。
(52)a.三 角 形 の 内 角 の和 は180度 で あ る。
b.*三 角形 の 内角 の 和 は180度 で あ っ て くれ る・
これ らの 例 に お い て は、a文 に 「一一て くれ る」 を付 加 したb文 は いず れ も不 適 格 で あ る ・
なぜ な ら、 「鯨 が 哺 乳 動 物 で あ る こ と」、「1+1が2で あ る こ と」、 「水 が 水 素 と酸 索 の 結
合 か ら な る こ と」、 「三 角形 の 内 角 の 和 は180度 で あ る こ と」 は、 い ず れ も不 変 の真 理 ・法
則 で あ り、 認 知 主体 の感 情 や 評 価 とは 独 立 して成 立 して い る事 象で あ る か らで あ る・ す な
わ ち、不 変 の真 理 ・法 則 は 、感情 性 ・評価 性 を超 越 した亭 象 と して成 立 して い るの であ るω。
しか しな が ら、 興 味 深 い こ と に、 「1+1が2で あ る」 とい う事 象 が 「計 算 通 りで あ る/
うま くい く」 とい う こ と を表 す 比 喩 と して用 い られ た よ うな場 合 には 、 「～ て くれ る」 構
文 は 適 格 とな る。
(53)こ の 世 の 中 は 、 な か な か1+1が2で あ っ て は くれ な い もの だ。
こ れ は 、 「1+1が2で あ る」 と い う事 象 が 比喩 的 にIIjい られ る こ とで 、 もは や不 変 の真
理 ・法 則 で はな くな り、認知 主体 に よる,恩恵 的な捉 えが 可能 とな るためで あ る と考 え られ る。
第2に 、 以一ドの 例 のaとbを 比 較 され た い。
(騒)a,1789年 、 幕府 、 棄絹 令 を 発す る。
b,*1789年 、幕 府 、 棄 掲 令 を 発 して くれ る。
(55)a.1721年 、幕 府 、 評 定 所 前 に 目安箱 を設 置す る 。
b,*172工 年 、幕 府 、 評 定 所 前 に 目安 箱 を設 置 して くれ る。
(54a〉、(55a)の 事 象 は 、年 表 に 記 載 され た 一 事 件 で あ り、認 知 主 体 の 感 情 や 評 価 とは
独 立 的 に成 立 して い る。 す な わ ち、 「年 表 の 表 現形 式 を用 い て 表 さ れ た 歴 史的 事 笑 」 は 、
「感 情性 」 や 「評 価性 」 を超 越 した事 象 なの で あ る15}。この よ うな、 「年 表 の 表現 形 式 を用
い て 表 され た 歴 史 的 事 実 」 を表 す 事 象 に対 して は、 「,慰恵 的 認 知 不 可 能 性 の 条 件 」 が 適 用
され 、(54b)、(55b)は 不 適格 とな るL5)。
しか しなが ら 、次 の(56)、(57)の よ うに、 格助 詞 を補 っ た り、過 去 形 に した りす る こ
とで 、年 表 の表 現 形 式 を と らな い 形 に す れ ば、 適 格性 は若 干 改 善 され る。
(56)??1789年 に、幕 府 が 棄 掲 令 を 発 して くれ た。
(57)??1721年 に、幕 府 が 評 定 所 前 に 目安 箱 を設 置 して くれ た。
さ らに 、 「1789年 」 とい う年 号 表 現 で は な く、 「去 年 」、 「5年前 」等 の時 問的 直 示 表 現 で
表 した 場 合 、 完 全 に適 格 と な る。
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(58)去 年 、幕 府 が 棄 揖 令 を発 して くれ た 。
(59)五 年前 、'卓,旨府 が 評 定 所 前 に 目安 箱 を設 置 して くれ た。
これ は、 直 示 的 な 時 間 表現 が 用 い られ る こ とで 、 話 し手 で あ る 認 知主 体 が座 標 軸 の原 点
とな り、 認 知 主 体 が 自分 自身 の個 人的 な捉 え に よ って 事 象 を捉 え る こ とが 可 能 とな る か ら
で あ ろ う。 例 え ば、(58)の 認 知 主 体 は 、「旗 本 ・御 家 人」 であ る。 幕 府 が 棄 掲 令(旗 本 ・
御 家 人救 済 の た め6年 以前 の 借 金 を破 棄 させ た 令)を 発 令 した こ とで 、 旗 本 ・御 家 人 は借
金 を返 済 す る必 要 が な くな っ た の で あ る。
5.お わ り に
本 稿 で は 、「ウチ/ソ ト」 性 条 件 は、 「～ て くれ る」 構 文 に対 す る適 格 性 条 件 とは な り得
ない こ と を明 らか に し、 そ れ に 代 わ る適 格 性 条 件 と して、 「認知 主体 の仮 説 」 に基 づ い て 、
(i)「 動 機 づ けの 条 件 」、(ii)「,恩 恵 的 認 知 不 可 能 性 の 条 件 」 の2つ の条 件 を提 出 した ・
(60)(1)「 動 機 づ け の 条 件 」汀 ～ て くれ る」 構 文 の 使 用 に 際 して は、 認 知 主体 が 事
象 を,恩恵 的 に捉 え る だ け の 「動 機 づ け 」 が 保 証 さ れ て い な け れ ば な らな
いo
/ii)「 恩、恵 的 認 知 不 可 能 性 の 条 件 」:「不 変 の真 理 ・法 則 」 や 「年 表 の 表現 形 式
を用 い て 表 され た歴 史 的 事 実 」 を表 す 事 象 に 対 して は 、 認 知 主 体 は恩 恵
的 に捉 え るこ とが で きな い。
「動 機 づ け の 条 件 」 お よ び 「、1虚1恵的 認 知 不 可 能性 の 条 件 」 は、 恩 恵 性 の み な らず 、 感情
性 や 評 価 性 を含 む 広義 の 「主 体 的 な捉 え 」(subjectiveconstrual)に 適 用 され 得 る普 遍 的
な条 件 で あ る と考 え られ る。 なぜ な ら、 「動 機 づ け ゴ とは 、 認 知 主 体 に よ る 「主 体 的 な捉
え」 を誘 発す る要 因 で あ り、 また 、 「不 変 の 真 理 ・法 則 」 や 「年 表 の 表 現 形 式 を用 い て表
さ れ た歴 史的事 実 」 を表す 事 象 は、 認 知 主 体 に よる い か な る 「主 体 的 な捉 え」 も介 在 させ
な いか らで あ る。 この点 か ら、 本 稿 で 提 出 した2つ の 条 件 は 、 人 間の 認 知 の メ カニ ズ ム を
解 明 す る上 で 重要 な 役割 を果 た して い る と考 え られ る が 、更 な る考 察 につ い て は、 他 日 を
期 したい 。
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まとめるにあたり、本研究科教授の佐久問まゆみ先生、並びに教育学研究利教 授の松木正
恵先生より責重な御助言 を賜った。記 して感謝申 し.トげます。
・
王
(D認 知主 体 と 「～て くれる」構 文が表す,巴恵性 との閏係 に悶す る詳 しい議論は、別稿に譲 りたい。
(2)恩 恵 的に捉 える 「重、レ機づけ」 が保証 されてい れば、必ず適格 となるとは限 らない。 次の 例を見 ら
れたい。
早 手膚L目ノく学 目本 言吾孝欠デ∫石汗究
〔1)a.宰 愛 用 の ワー プ ロが 壊 れ て くれ た 。
b.??愛 用 の ワー プ ロが 壊 れ て くれ た こ とで 、 パ ソ コ ンに 切 り替 え る 決心 が つ いた 。
「動 機 づ け 」 が 明 示 され て い るに もか か わ らず 、(ib)が 不 自然 で あ る の は ・「愛 用 の 」 とい う
表現 が 、 「ワ ー プ ロが 壊 れ た こ と」恩 恵 的 に捉 え る こ と を許 容 しな い た めで あ る.
(3)高 見 ・久 野(2002:312)で は 、(i)「 くれ る」 が 現 れ る節 の と こ ろ まで の 記 述 が,話 し手(ま
た は 非 主語 指示 物)に 対 す る 利 益 を表 して い るか ど うか 〔;先 行 利 益 度(の 階 層))、(Ll)「 くれ
る 」 が現 れ る節 に続 く記 述 が 、 話 し手(ま た は非 主 詰 指 示 物)に 対 す る利 益 を表 して い るか どう
か(=後 続 利益 度(の 階 層))が 、 「～ て くれ る」 構 文 の 適 格 性 を決 定 す る と して い る。
(i)a.教 ギ脅 を忘 れ たの で 、 隣 の 人が 見せ て くれ た。
b.教 手書 を忘 れ たが.隣 の 人 が 見せ て くれ た ので 助 か った 。
(高 見 ・久 野2002:343)
高 見 ・久 野 〔2002)に よれ ば 、(ia)で は 、 先 行 利 益 の み 表 され て い る が 、(ib)で は 、先 行
利 益 と 後続 利 益 の 両 方 が 表 され て る た め 、(正a)よ り(ib)の 方 が 適 格 性 が 高 い とい う(高
見 ・久 野 は 、 こo)適 格 性 の 度 合 い を点 数 化 し て 表 して お り、7点 満 点 中 、(ia)で は5点 を、
(ib)で は7点 を 与 え て い る)。 確 か に 、 この よ う な点 数 化 の 分 析 に よれ ば 、 適 格性 度 合 い を 客
観 的 に捉 え る こ とが 可 能 と な る。 しか しなが ら 、 この よ うな分 析 に は閲 題 が な い わ け で は な い ・
例 え ば 、 次 の 例 を見 られ た い 。
(li)「 一 上 朝 日新 聞 社 の 単独 イ ン タ ビュ ー に 応 じた 長 嶋氏 は そ
う語 っ た。
(『朝 目新 聞2003.5.3』)(下 線 筆 者)
高 見 ・久 野(2σ02)の 分 析 に 従 え ば 、(li)で は 、先 行 利 益 も、 後続 利 益 も表 さ れて い ない た め 、
適 格 度 の 点 数 は7点 満 点 中3点 と な るが 、(il)は 完 壁 な 文で あ る と判 断 され る 。 利 益 の 意 味 が
明 示 され て い れ ば明 示 され て い る 程 、 適 格性 が 高 ま る とす る高 見 ・久 野(2002)の 条 件 と、 本 稿
で 提 出 した 「動 機づ け の条 件 」と は、 本 質 的 に異 な っ て い る。 す な わ ち、 後 者 は 、認 知 主体 を介
在 させ た主 体 的 な ア プ ロ ーチ に基 づ い た 条 件 で あ る 。
(4)「 不 変 の真 理 ・法 則」 を表 す事 象 は 、 「感 情 性 」・「評 価 性 」 の み な らず 、 「時 間 性 」 を も超 越 して
い る。 次 の(i)一(iv)で は 、 タ形 が 用 い られ 、 過 去 に 限定 さ れた 状 況 が 表 され て い る た 甜)、不
適 格 で ある 。
(i)*1か つて/昔11+1は2で あ っ た 。
(il)*1か つて/剖 水 は水 素 と酸 素 の結 合 か ら な った 。
(iの*1か つて/昔1三 角 形 σ)内角 の和 は180度 で あ った 。
(iv)*1か つて/昔1鯨 は 哺 乳動 物 で あ った 。
この 点 は、 英 語 に お け る 、 従属 節 の事 象 が 「不 変 の 真 理 」 を表 す 場 合 には 、 「時 制 の 一 致 」 を適
用 させ る必 要 は な い とい う よ く知 られ た 条 件 と並 行 して い る 。(〉 〉 に お け る 従 属 節 の 事 象 は、
「不 変 の 真 理 」 を表 し、 「時 問性 」 を超 越 して い る た め.時 性 の一 致 を受 け ず 、 過 去 形 とは な らな
い の で ある 。
(v)Columbus魍[thatthewDrld塾round].
〔『現 代 英 文 法 辞 典』pp,1348-1350.〉
た だ し、(1)一(iv)の 「タ」 を 「過 去 」 の 「タ」 で は な く、 い わ ゆ る 「想 起 」 の 「タ」(鈴 木
1776=91.尾 上2QO1:374〉 と解 釈 す る な らば 、 適 格 で あ ろ う。
(vi)(算 数 の 計 算 を問 違 え た子 供の 発 話1
そ うだ 、 三 角 形 の内 角 の和 は1S(}度 だっ た 。 す っ か り忘 れ て た よ、
lvil)(理 科 の 問 題 を問 違 え た子 供の 発 話1
そ う だ、 鯨 は01艀L動 物 だ っ た。 す っか り忘 れ て た よ。
(5)「 不 変 の 真 理 ・法 則 」 を 表 す 事 象 同 様 、 「年 表 の 表 現 形 式 を と る歴 史 的 事 実 」 を 表す 事 象 も、「感
・卜1∫性 」・「評 価 性 」 の み な らず 、 「時 問性 」 を も超 越 して い るD
(j)峯17s9年 、 幕府 、棄 揖 令 を発 した。
(ii〕 写1721年 、 幕府 、評 定 所rlr∫に 目安 箱 を 設 置 した,
なぜ 年 表表 現 で は、 過 去 に起 きた 出 来事 に 閃す る記 述 であ る に もか か わ らず 、過 去 形 で は 表 され
な い の か は興 味 深 い 問 題 で あ る が 、詐 しい説 明 は他 日 を期 した い。
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